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Ⅰ. はじめに
2016 年 2 月 25 日 (木) から 26 日 (金)
にかけて東京都府中市において開催された
法学研究所合宿にあわせ､ 法学研究所によ











26 万 2058m2､ 収容定員約 2,842 人という日本最大の刑務所である｡ 法務省の統計によれ







1 ) 本稿に掲載する写真については､ 法務省ホームページから引用した(htp://www.moj.go.
jp/KYOUSEI/KEIMUSAGYO/sagyo/sisetu_image_fuchu.html) ｡
2 ) 法務省の統計による｡ htp://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/List.do?lid=000001158225






に処遇調査を行い､ その結果を踏まえ､ 受刑者に ｢処遇指標｣ を指定する｡ 処遇指標とは､
受刑者に対する矯正処遇を行うにあたり､ 処遇が適切に実施できるよう､ 受刑者の特性や
適性に応じて収監先の刑務所や､ 収監後の処遇方針を定めるためのものであるが､ 府中刑
務所については､ 処遇指標としてB指標 (犯罪傾向が進んでいる者)､ LB指標 (犯罪的傾向




と指定されている｡ 2015 年度の矯正統計年報によれば､ 同年末に府中刑務所に収容され
ていた受刑者 1,964 人の属性および犯罪傾向の進度別の構成については､ B指標の受刑者
が 1,566 人､ LB指標が 10 人､ FA指標 (日本人と異なる処遇を必要とする外国人受刑者で犯
罪的傾向が進んでいない者) が 322 人､ FB指標 (日本人と異なる処遇を必要とする外国人受





懲役刑受刑者には､ 作業が義務付けられているが､ 府中刑務所では､ 作業を行うための















場との位置づけで ｢晴見自動車整備工場｣ という名称の工場が設置されている｡ この名称






2015 年度の矯正統計年報によれば､ 同年末において府中刑務所には 449 名の外国人受
刑者が収容されており､ 受刑者の国籍は､ 中国が 98 人､ 韓国・朝鮮が 50 人､ メキシコが
44 人､ イランが 28 人､ アメリカ合衆国が 27 人などである4)｡ 現在､ 府中刑務所では､ 収
容者の 2割ほどが外国人受刑者となっているが､ 外国人受刑者には､ 日本語を十分に理解
できない者も少なくないほか､ 文化や生活習慣等の違いに応じた配慮も求められ､ コミュ
ニケーションを図り､ 受刑者として処遇を受けるに当たって必要な事項や権利等を理解し
たうえで処遇に臨めるよう､ 様々な方策が求められている｡ こうした状況を受け､ 府中刑





3 ) 府中刑務所における自動車整備科での処遇の概要については､ 伊藤泰道 ｢府中刑務所に
おける職業訓練 (自動車整備科) の概要について｣ 刑政第 125 巻 8号 (2014) 24 頁以下参照｡










り組みが実施されている｡ 具体的には､ 暴力団離脱指導が必要であり､ かつ離脱指導の受
講を希望する受刑者に対し､ 1 クール 3か月間に計 6回の講義を設定する ｢暴力団離脱指
導｣ が実施されているほか､ 暴力団からの離脱の意思を有する受刑者に対して､ 警察機関
等の外部機関との連絡協調体制を維持しながら､ 離脱のために必要な援護措置を行うこと












5 ) 府中刑務所における外国人受刑者の処遇の状況については､ 田中秀樹 ｢府中刑務所にお
ける外国人受刑者処遇の現状及び課題｣ 罪と罰第 42 巻 3 号 (2005) 30 頁以下､ 矢澤正次・
野村尚子 ｢実践レポート 府中刑務所における外国人受刑者処遇とその実情について-処遇の
現場から｣ 刑政第 117 巻 8 号 (2006) 30 頁以下､ 法務省法務総合研究所編 『平成 25 年度版
犯罪白書』 313 頁以下参照｡
6 ) 府中刑務所における暴力団関係受刑者の処遇状況について､ 藤島清 ｢暴力団離脱指導








検討する契機ともなるであろう｡ 今回の施設参観は､ 法学に関する研究を通じ､ 社会の問
題を解決に取り組む法学研究所の研究活動として､ きわめて有意義なものであった思われ
る｡
























報活動が行われている｡ 本年 6 月に開催された第 57 回全国矯正展には､ 筆者もゼミ生と
ともに足を運んでみたが､ 参加したゼミ生は皆､ 刑務所作業製品の品質の高さに驚きを示
し､ 刑務所での作業への関心を高めていた｡ このような活動も､ 学生が犯罪者の処遇と社
会復帰をめぐる問題を認識し､ 今後の社会の在り方を考える良い機会となるものと思われ
る｡ 全国矯正展については､ 有り難いことに神田校舎のすぐ近くで開催されることもあり､
法学研究所所員の方々にも､ 是非とも一度､ 学生を引率し､ 足を運んでみていただきたい｡
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